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子どもの笑顔が輝き
勢いのある学校
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道徳教育がなかった時代は…
ど う と く き よ う い く じ だ い

学校ホームページでも紹介しましたが、先日４年生では､ゲストティーチャーを招いて「生命の尊さ」
がつ こう しようかい せん じつ ねん せい まね せい めい とうと

についての道徳の授業が行われました｡ペットと暮らしていたり､動物とのふれあいを楽しんだことが
どう とく じゆ ぎよう おこな く ど う ぶつ たの

あったりする子どもたちの経験と重ねた､子どもたちの心に響く素晴らしい授業が展開されました。
こ けい けん かさ こ こころ ひび す ば じゆぎよう てん かい

学校ホームページでは、この授業の他にも多くの情報を発信しています。また、今後さらに充実した情報発信
がつこう じゆぎよう ほか おお じようほう はつしん こん ご じゆうじつ じようほうはつしん

ができるよう体制を整えているところです。裏面にホームページへアクセスできるQRコードを掲載しておりますので
たいせい ととの り めん けいさい

ご活用ください。
かつよう

話は少し変わりますが、日本の学校では「宗教」という授業が行われているのをご存知でしょう
はなし すこ か に ほん がつ こう しゆうきよう じゆ ぎよう おこな ぞん じ

か。しかし、この授業を受けたことがあるという方はあまり多くはないのだと思います。実は、この授
じゆ ぎよう う かた おお おも じつ じゆ

業は、私立学校に限って、「道徳」に代えて加えることができるのです。少し難しい話になりますが、
ぎよう し りつ がつ こう かぎ どう とく か くわ すこ むずか はなし

学校教育法施行規則第五十条２項に「私立の小学校の教育課程を編成する場合は、前項の規定に
がつ こうきよういく ほう し こう き そく だい ご じ ゆ う じよう こう し りつ しようがつ こう きよういく か てい へん せい ば あい ぜん こう き てい

かかわらず、宗教を加えることができる。この場合においては、宗教をもって前項の道徳に代えるこ
しゆうきよう くわ ば あい しゆうきよう ぜん こう どう とく か

とができる。」と明記されているのです。（なお、七十九条にこの内容は中学校にも準用すると示され
めい き じよう ない よう ちゆうがつ こう じゆんよう しめ

ています）したがって、カトリック系や仏教系の私立学校に通った方は、この授業を受けた経験をお持
けい ぶつきようけい し りつ がつ こう かよ かた じゆぎよう う けい けん も

ちかもしれません。

幼いころ、校区内のお寺で行われたお祭りで、「地獄」の様子が描かれた掛け軸を見た記憶が強
おさな こう く ない てら おこな まつ じ ごく よう す えが か じく み き おく きよう

烈に残っています。幼かった私は、その絵の怖さに怯え、それと同時に聞いた「悪いことをすると地獄
れつ のこ おさな わたし え こわ おび どう じ き わる じ ごく

に落ちる」という言葉に、絶対に悪いことはしないと思ったことを覚えています。（その時思っただけで
お こと ば ぜつ たい わる おも おぼ とき おも

続かなかったのですが…）
つづ

このようにどんな宗教も、天国や地獄の存在や輪廻の考え方、神の存在を通してではありますが
しゆうきよう てん ごく じ ごく そん ざい りん ね かんが かた かみ そん ざい とお

「道徳性」を諭している部分があるのだと思います。これが「宗教」を「道徳」に代えることができるとい
どう とく せい さと ぶ ぶん おも しゆうきよう どう とく か

うことにつながっているのでしょう。学習指導要領の総則編には、そのことが次のように書かれていま
がくしゆう し どう ようりよう そう そく へん つぎ か

す。「宗 教教育はその本質からして、それを通して道徳性の涵養も行われるものとみることができ
しゆうきようきよう いく ほん しつ とお どう とく せい かん よう おこな

る。」

「学校」も「道徳教育」もなかった時代に、人々が道徳性について考えたり、それを実行に移すこと
がつ こう どう とく きよういく じ だい ひと びと どう とく せい かんが じつ こう うつ

ができたりしたのは、その宗教が何であるかに関わらず、「宗教」によるところが大きかったのではな
しゆうきよう なに かか しゆうきよう おお

いかと思います。
おも

また、日本に限って考えれば、地域の伝統文化や風習が担っていた部分もあったのではないかと
に ほん かぎ かんが ち いき でん とう ぶん か ふう しゆう にな ぶ ぶん

考えられます。例えば、秋田県に伝わる「なまはげ」は、子どもに道徳性のある行動を教える機会とな
かんが たと あき た けん つた こ どう とく せい こう どう おし き かい

っていたのではないでしょうか。「なまはげ」と似た風習は日本各地に点在し、九州では鹿児島県甑
に ふう しゆう に ほん かく ち てん ざい きゆうしゆう か ご しま けんこしき

島地方の「トシドン」が有名です。
じま ち ほう ゆう めい

ここまで考えたところで、気付いたのは、これらに共通して言えることがあるのではないかというこ
かんが き づ きよう とお い

とです。それは、人間の長い歴史や日々の営みの中で培われてきたことであり、素晴らしい面は沢山
にん げん なが れき し ひ び いとな なか つちか す ば めん たく さん

ありますが、科学的な視点には欠ける面がある、ということです。そして、このことが日本の公教育の
か がく てき し てん か めん に ほん こう きよう いく

中では、「宗教」ではなく、「道徳」が行われている一つの理由なのだろうと思いました。
なか しゆうきよう どう とく おこな ひと り ゆう おも

学校では「道徳教育」によって、道徳性をしっかりと身につけさせていきます。しかし、宗教や伝統
がつ こう どう とくきよう いく どう とく せい み しゆうきよう でん とう

文化、風習等の良さを最大限に活用して子どもたちに道徳性を身につけさせるという視点は、家庭教
ぶん か ふうしゆうとう よ さい だい げん かつ よう こ どう とく せい み し てん か ていきよう

育や地域での教育の中にはあっていいのだと思います。
いく ち いき きよういく なか おも


